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自己免疫性てんかんは、決して稀な疾患ではなく、原因不明のてんかん患者が自己免疫に関連
する病因を保持している可能性は少なくない。また、いくつかの研究は、早期治療が自己免疫性
てんかんに対して有益であることを示唆しており、早期診断が治療の要となるが臨床症状からな
る確立された診断基準はなく自己抗体の結果を持って診断・治療を行うことが多い。
目的①今回我々は自己免疫性脳炎・てんかんが疑われる患者において、症状及び検査結果を
用いてその臨床的特徴を明らかにする。目的②自己免疫性脳炎・てんかん患者における抗てん
かん薬の効果について検討する。


